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道路建設事業の再評価調書

事業名 事業 一般国道 事業 国土交通省
一般国道９号 益田道路 区分 （二次改築） 主体 中国地方整備局

ます だ

起終点 自：島根県益田市遠田町 延長
しま ね ます だ とおだちょう

至：島根県益田市須子町 ７．８km
しま ね ます だ すこちょう

事業概要

一般国道９号は、京都市から下 関市に至る延長約６７０ｋｍの主要な幹線道路であり、西日本の大動
きょうと しものせき

脈として沿道地域の産業・社会活動や住民の生活に大きな役割を果たす重要な路線である。

益田道路は、国道９号の朝・夕ピーク時における交通混雑の緩和、安全・円滑な交通の確保、石見空港
ま す だ い わ み

へのアクセス強化を図ることを目的とした延長７．８kmの４車線道路である。
Ｈ８年度事業化 Ｈ９年度都市計画決定 Ｈ１０年度用地着手 Ｈ１２年度工事着手

（Ｈ１５年度変更）
全体事業費 約７２４億円 事業進捗率 ４６％ 供用済延長 －km
計画交通量 8,100～17,400台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 272/648億円 989/989億円 平成１８年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：857/857億円１．５ 事 業 費：246/621
億円 走行経費減少便益：103/103億円(残事業) 維持管理費： 27/ 27

交通事故減少便益： 29/ 29億円３．６
感度分析の結果 残事業について、感度分析を実施

交通量変動：B/C=3.9（交通量+10%) B/C=3.4（交通量-10%)
事業費変動：B/C=3.3（事業費+10%) B/C=4.0（事業費-10%)

事業の効果等
渋滞緩和（円滑なモビリティの確保）… 国道９号及び国道１９１号の交通渋滞緩和が見込まれる
安全・円滑な交通の確保…現道の交通事故率の減少が見込まれる
石見空港へのアクセス強化…空港へのアクセス改善により利便性向上が見込まれる 他１３項目

関係する地方公共団体等の意見
益田道路は、益田市、津和野町、吉賀町の首長らで構成される「国道９号益田地域道路整備促進期成同

盟会」により早期整備の要望（平成１７年１１月８日）を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
自動車交通量の増加に伴い、国道９号及び国道１９１号の益田市内中心部への流出入において朝・夕ピ

ーク時における交通混雑を引き起こしている。
事業の進捗状況、残事業の内容等
用地の進捗状況は、平成１７年度末時点で９４％（面積比）である。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
高津ＩＣから須子町間について、平成１８年度の供用を目指し、事業を進めているところである。

施設の構造や工法の変更等
やばら堤橋等について機能分離型支承の使用等によりコスト縮減を図っている。

対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

益田道路 Ｌ＝7.8km益田道路 Ｌ＝7.8km



様式１　客観的評価指標による事業採択の前提条件、事業の効果や必要性の確認の状況

事業名 一般国道９号　益田道路

事業主体 中国地方整備局

●事業採択の前提条件を確認するための指標

指　　標 指標チェックの根拠

前提条件 事業の効率性 ■ 便益が費用を上回っている

全事業
費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝１．５（経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ）＝３４１億円、経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）＝５．７％）
残事業
費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝３．６（経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ）＝７１７億円、経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）＝１２．３％）

（指標５４項目中１６項目に該当）

●事業の効果や必要性を評価するための指標

政策目標 指　標　（対象となる指標のみ記載。効果が確認されるものは□を■に変更） 指標チェックの根拠

１．活力 円滑なモビリ
ティの確保

● 現道等の年間渋滞損失時間及び削減率

現道の年間渋滞損失が削減
　現道（益田市内の国道9号（須子～遠田），国道191号（高津～中吉田））
　　　　並行区間等（当該区間）の渋滞損失時間：約１,２５７千人・時間/年（整備なし）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約０ ２００千人・時間/年（整備あり）
　　　　並行区間等（当該区間）の渋滞損失削減率：８４％削減

□ 現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

□
現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が10,000台時/日以上の踏切道の除却もしくは交通改善が期待
される

■ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する 石見空港連絡バスの利便性向上が見込まれる（益田、津和野発　２便/日）

□ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる

■ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる
対象空港：石見空港（第三種空港）
改善見込：浜田市から石見空港へのアクセｽ向上が見込まれる（62分⇒31分）
　　　　　※現況所要時間は「道路時刻表(H04～05)」､将来所要時間は規制速度等により算定

物流効率化の支
援 □ 特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が見込まれる

■ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性が向上 益田市特産品「アムスメロン」の流通利便性向上が期待される。

□ 現道等における、総重量25tの車両もしくはISO規格背高海上コンテナ輸送車が通行できない区間を解消する



１．活力 都市の再生
□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

□ 広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成する

■ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり 益田川左岸地区土地区画整理事業（施行者：益田市）との連携あり。

□ 中心市街地内で行う事業である

□ 幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市街地内での事業である

□ DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する

□
対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300戸以上又は16ha以上、大都市においては100戸以上又は5ha
以上)への連絡道路となる

国土・地域ネッ
トワークの構築 ■ 高速自動車国道と並行する自専道（A'路線）としての位置づけ有り 山陰自動車道と並行する自専道

□ 地域高規格道路の位置づけあり

□ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡する路線を構成する

□ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する

□ 現道等における交通不能区間を解消する

□ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する

□ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる

個性ある地域の
形成 □ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する

□ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する

■ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される

万葉公園や津和野などへのアクセス向上が見込まれる。
アクセス向上が期待される観光・文化施設：島根県立万葉公園
年間観光客入り込み数　　　　　　　　　：１８６，４７３人（H17：対前年比１０５％）
※施設概要：所在地　　益田市高津町，飯田町
　　　　　　公園面積　４６．９ha
　　　　　　開　園　　Ｓ５７年９月

□ 特別立法に基づく事業である

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

□
歴史的景観を活かした道路整備や中心商店街のシンボル的な道路整備等、特色あるまちづくりに資する事業
である

２．暮らし 歩行者･自転車
のための生活空
間の形成

□
自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h以上、歩行者交通量が500人/日以上の全てに該
当する区間において、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の歩行者・自転車の通行の快適・安
全性の向上が期待できる

□
交通バリアフリー法における道路特定事業に位置付けがある、または、交通バリアフリー法に基づく重点整
備地区における特定経路を形成する区間が新たにバリアフリー化される

無電柱化による
美しい町並みの
形成

□ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけ有り

□
市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的建造物保存地区）の幹線道路において新
たに無電柱化を達成する

安全で安心でき
るくらしの確保 ■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

対象となる三次医療施設名称：益田赤十字病院
改善見込　　　　　　　　　：津和野町～益田赤十字病院：５２分⇒４６分（約６分短縮）



３．安全 安全な生活環境
の確保 □

現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少、歩道の設置又
は線形不良区間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期待できる

□
当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上（当該区間が通学路である場合は500台/12h以上）かつ歩行者交
通量100人/日以上（当該区間が通学路である場合は学童、園児が40人/日以上）の場合、又は歩行者交通量
500人/日以上の場合において、歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置される

災害への備え
□ 近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の道路寸断で孤立化する集落を解消する

■
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置
づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）とし
て位置づけあり

第一次緊急輸送道路に位置づけ

■ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する

■ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する（A'路線としての位置づけがある場合） 山陰自動車道と並行する自専道

□
現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要のある老朽橋梁における通行規制等が解消さ
れる

□ 現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する

□ 避難路へ1km以内で到達できる地区が新たに増加する

□ 幅員6m以上の道路がないため消火活動が出来ない地区が解消する

□ 密集市街地における事業で火災時の延焼遮断帯の役割を果たす

４．環境 地球環境の保全
● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

益田市内の国道9号（須子～遠田），国道191号（高津～中吉田），及び益田道路（須子～遠田）
ＣＯ２排出削減量：約8千t/年（整備なし：2.9万t/年⇒整備あり：2.1万t/年・・・約３割削減）

生活環境の改
善・保全 ● 現道等における自動車からのNO2排出削減率

評価対象区間：益田市内の国道9号（須子～遠田），国道191号（高津～中吉田），及び益田道路（須子～遠田）
排出削減量：４６t／年、排出削減率：約４割削減

● 現道等における自動車からのSPM排出削減率
評価対象区間：益田市内の国道9号（須子～遠田），国道191号（高津～中吉田），及び益田道路（須子～遠田）
排出削減量：約５t／年、排出削減率：約４割削減

■
現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待され
る区間がある

事業実施前の平行区間・現道等における夜間要請限度超過の状況
　昼間・夜間ともに要請限度未達成箇所：１箇所（益田市須子町地内）
　　　　整備なし：７６dB　⇒　整備あり：７０dB　要請限度＝７０dB

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

５．その他 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと
の関係 □ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり

■ 他機関との連携プログラムに位置づけられている
浜田・益田地方拠点都市地域整備アクションプログラム
益田市都市計画マスタープラン

□ 道路の整備に関するプログラム又は都市計画道路整備プログラムに位置づけられている

□ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が見込まれる



一般国道９号 益田道路

一般国道９号 益田道路一般国道９号 益田道路
ま す だ

（ 島根県 益田市遠田町 ～ 須子町 ）
しまね ますだ とおだちょう すこちょう

国土交通省 中国地方整備局

平成18年11月



一般国道９号 益田道路１．位置図１．位置図



一般国道９号 益田道路

Ｈ18年度供用予定（2/4～ 2/2 ）
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２．益田道路の概要２．益田道路の概要
（1） 事業概要（1） 事業概要

区 間

ますだし とおだちょう

起点：益田市 遠田町
ますだし すこちょう

終点：益田市 須子町

延 長 Ｌ＝７．８km

設 計 速 度 Ｖ＝100km/h

車 線 数 ４車線

道 路 規 格 第１種第２級

事 業 化 平成８年度

計画概要

ますだ どうろ

（単位：ｍ）

標準断面図

*( )は中小橋

盛土部

橋梁部(長大橋)

トンネル部

ま
す
だ
し

た
か
つ

１．渋滞緩和（円滑なモビリティの確保）
国道９号の交通が分散されるため、中吉田交差点、須子交差点を含む国道９号及び１９１号の交通渋滞緩和

２．安全性の向上、沿道環境の改善
大型車などの通過交通や都市内交通がバイパスに転換するため、現道の交通事故が減少

３．主要都市との連携強化
県内主要都市との連携が強化

４．空港へのアクセス改善による利便性向上
石見空港道路とも連結し、空港へのアクス改善により利便性が向上

事業の目的



一般国道９号 益田道路２．益田道路の概要２．益田道路の概要
（2） 事業経緯（2） 事業経緯

終
点
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市
須
子
町

益田道路 Ｌ＝7.8km
ますだ どうろ

評価対象区間

ま
す
だ
し

す
こ
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ょ
う

ま
す
だ
し

と
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だ
ち
ょ
う

起
点

益
田
市
遠
田
町

(国)益田道路

萩
・石

見
空

港
ＩＣ

至

山
口

至

浜
田

国
道

191号

平成１８年６月撮影

高津IC

須子IC

益田道路空撮

萩・石見空港ＩＣ付近

平成１８年５月撮影

萩・石見空港ＩＣ

須子ＩＣ

区間
年度

須子I.C.～高津I.C.
(取付部含む)

Ｌ＝３．３km

高津I.C.～久城I.C.

Ｌ＝２．８km

久城I.C.～遠田I.C.
(9号取付部含む)

Ｌ＝１．７km

平成 8年度 事業化

平成 9年度 都市計画決定 （H10.3.27）

平成10年度 用地着手

平成14年度 用地着手

都市計画変更 （H15.9.2）

用地着手・工事着手

平成18年度
高津I.C.～終点

(L=3.3km)
暫定供用予定

(関連道路)
県道久城ｲﾝﾀｰ線
市道中吉田久城線

供用予定

平成12年度 工事着手

平成15年度

事
業
経
緯

至 山口

至 浜田



一般国道９号 益田道路

角井大橋４

（
国
）益
田
道
路

国道９号

至 山口

２．益田道路の概要２．益田道路の概要
（3） 工事の状況（3） 工事の状況

２

４

Ｈ18年度供用予定（2/4～ 2/2 ）

Ｌ＝3.3km

終
点

益
田
市
須
子
町

起
点

益
田
市
遠
田
町

益田道路 Ｌ＝7.8km
ますだ どうろ

ま
す
だ
し

す
こ
ち
ょ
う

ま
す
だ
し

と
お
だ
ち
ょ
う

１

万葉公園から起点方面２

(県)久城インター線

国道191号

（
国
）益

田
道
路

至 山口

高津I.C.付近１

（
国
）益
田
道
路

国道191号
至

下
関

至

広
島

高津川派川橋及び萩・石見空港I.C.付近３
至

浜
田

至 山口

萩・石見空港I.C.

３

１
空撮写真
撮影方向

（平成18年5月撮影）

益
田
市
高
津
一
丁
目

ま
す
だ
し

た
か
つ

至 山口

至 浜田

至 浜田

至 浜田



一般国道９号 益田道路

②中吉田交差点 渋滞状況

（国道９号 山口方面 H１７年６月撮影）

（H15.12）

終
点

益
田
市
須
子
町

起
点

益
田
市
遠
田
町

益田道路 Ｌ＝7.8km

Ｈ18年度供用予定（2/4～ 2/2 ）

Ｌ＝3.3km

ますだ どうろ

ま
す
だ
し

す
こ
ち
ょ
う

ま
す
だ
し

と
お
だ
ち
ょ
う

３．現在の状況３．現在の状況
（1） 道路網と交通現況 ① （交通渋滞：渋滞損失時間）（1） 道路網と交通現況 ① （交通渋滞：渋滞損失時間）

渋滞損失の発生状況

須
子
交
差
点

中
吉
田
交
差
点

益田市

国道９号

国道９号

176千人時間／年・km

国道１９１号

124千人時間／年・km主要渋滞ポイントが
２箇所存在する市街地
部で高い損失が発生

資料：H16プローブ調査等による渋滞損失確定版データ

益田市高津町（国道191号）

最大渋滞長：９３０ｍ
最大渋滞通過時間：7分

（Ｈ１６．２．１７朝)

益田市栄町（国道9号）

島根県西部地域では、東西を結ぶ幹線道路が国道９号のみであり、２万台/日を越える交通が集中

主要渋滞ポイントが連続する中吉田交差点及び須子交差点付近の国道９号は、全国の直轄道路のうち渋滞損失の著しい上位２割区
間に該当 ＜参考＞中吉田交差点最大渋滞長１，６８０ｍ、最大通過時間１４分

益
田
市
高
津
一
丁
目

ま
す
だ
し

た
か
つ

①須子交差点 渋滞状況

（国道９号 山口方面 H１７年６月撮影）

①

最大渋滞長：１，６８０ｍ
最大渋滞通過時間：１４分

（Ｈ１７．３．１朝)

②

最大渋滞長：８３０ｍ
最大渋滞通過時間：7分

（Ｈ１６．２．２４夕)

：主要渋滞ポイント

：渋滞方向

：写真撮影地点(方向)①

：主要渋滞ポイント

・中国地方直轄平均；
６１千人時間／年・km

・全国直轄上位２割区間：
１７２千人時間／年・ｋｍ

21,455

24,611

21,13220,200

1.75
1.86

2.13

1.83

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H2 H6 H11 H17

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

交
通

量
(台

/
日

)

混
雑

度

交通量

混雑度

21,927
23,236 23,516

17,800

1.50

1.85
1.96 1.98

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H2 H6 H11 H17

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

交
通

量
(台

/
日

)

混
雑

度

交通量

混雑度



一般国道９号 益田道路

520
430 370

120

830

190

400

0

500

1,000

1,500

2,000

17:00 17:10 17:20 17:30 17:40 17:50 18:00 18:10 18:20 18:30 18:40 18:50 19:00

（m）

720

1,030

1,290

1,580
1,680

1,650

1,360

1,080

0

500

1,000

1,500

2,000

7:00 7:10 7:20 7:30 7:40 7:50 8:00 8:10 8:20 8:30 8:40 8:50 9:00

（m）

●中吉田交差点 渋滞状況

（国道９号 山口方面 H１７年６月撮影）

３．現在の状況３．現在の状況
（1） 道路網と交通現況 ② （交通渋滞：渋滞長）（1） 道路網と交通現況 ② （交通渋滞：渋滞長）

国道９号中吉田交差点では朝・夕ピーク時ともに渋滞が顕著

特に、国道１９１号高津方面では朝ピーク時最大：1,680mの渋滞が発生

夕ピーク時間帯

時間帯別の渋滞長 （中吉田交差点）

朝：平成17年3月1日 夕：平成16年2月24日

主要渋滞ポイントの定義

国道９号 山口方面国道１９１号 高津方面

DID(人口集中地区)地区内

渋滞長1,000m以上あるいは
通過時間10分以上

DID(人口集中地区)地区外

渋滞長500m以上あるいは
通過時間5分以上

朝ピーク時間帯

至 高津

至 益田駅

至

浜

田

至

山

口

最大渋滞長●：３１０m
最大通過時間：４分

最大渋滞長●：１,６８０m
最大通過時間：１４分

最大渋滞長●：２２０m
最大通過時間：２分

最大渋滞長●：２５０m
最大通過時間：１分

●中吉田交差点 渋滞状況 朝：平成17年3月1日



一般国道９号 益田道路３．現在の状況３．現在の状況
（2） 道路交通の現況 ① （交通事故）（2） 道路交通の現況 ① （交通事故）

直轄国道の死傷事故率

資料：H12～15事故データ

国道９号

国道９号

国道１９１号

益田市

196件/億台km

176件/億台km

61件/億台km

中
吉
田
交
差
点

【死傷事故率（件/億台km）】

益田市土田町

益田市横田町

国道9号
国道191号

主要渋滞ポイント

益田市内の国道９号

平均死傷事故率(*1)

島根県平均 中国地方平均

４３件/億台キロ ８４件/億台キロ

（参考）

*1：H12～H15事故データによる単路・交差点の合計による平均値

当該区間の国道９号中吉田交差点付近における死傷事故率は、１９６件/億台kmで、島根県平均４３件/億台km

の４倍以上

益田市内の国道９号において、追突事故が多発

須
子
交
差
点

人対車両
24件

正面衝突
27件

追突
177件

出会い頭
24件

右折・左折時
45件

その他車両相互
28件

車両単独
21件

346件/4年

益田市内の一般国道における死傷事故件数

●国道９号 （益田市土田町～益田市横田町）
つちだ よこた

資料：交通安全マップホームページより（警察庁，国土交通省作成） （財）交通事故総合分析センターデータ
*：H12～H15の合計件数

国道９号（益田市内） 事故事例

［事故事例］
事故発生： Ｈ１７．５．３１
交通事故処理に伴う

全面通行止め 約３０分
片側交互通行 約２時間

４０分

山陰中央新報（Ｈ１７．６．１）



一般国道９号 益田道路

72
74

71 70
72

50

55

60

65

70

75

80

74
76

70
7273

50

55

60

65

70

75

80

当該区間の国道９号において、４観測地点で夜間騒音が要請限度を超過（須子町：７４ｄｂ［要請限度：７０db］）

特に国道９号須子町②地点では昼夜を通して要請限度を超過

昼 間 夜 間 昼間 夜 間

幹線交通を担
う道路に近接

する区域

高速道路、国道、県道及び4車線以
上の市道など、幹線交通を担う道路
に接近する区域については全国一律
基準（全区域共通）

70 65 75 70

要 請 限度
道 路 の区 分

環 境基 準

益田道路 Ｌ＝7.8km

３．現在の状況３．現在の状況
（2） 道路交通の現況 ②（2） 道路交通の現況 ②

現況騒音レベル（国道９号）

須子町③須子町③
下本郷町下本郷町

あけぼの西町あけぼの西町
須子町②須子町②

須子町①須子町①

夜間騒音
要請限度

７０dB

須子町①

(Ｈ15)

終
点

益
田
市
須
子
町

ま
す
だ
し

す
こ
ち
ょ
う

ま
す
だ
し

と
お
だ
ち
ょ
う

夜
間
騒
音

昼
間
騒
音

昼間騒音要請限度を超過

自動車騒音に係る環境基準等

(注)
単位：dB
「幹線交通を担う道路に近接する区域」とは、２車線以下の道路の場合、敷地境界から１５ｍ、
２車線を越える場合、敷地境界から２０ｍを指す。
昼間：午前6時から午後10時まで
夜間：午後10時から翌日午前6時まで
環境基準：騒音に関する環境基準

（Ｈ１０．９．３０環境庁告示第６４号 改正 Ｈ１７．５．２６環境庁告示第４５号）
要請限度：騒音規制法第１７条第１項の規定に基づく指定地域内における自動車騒音の限

度を定める総理府令（Ｈ１２．３．２総理府令第１５号）

起
点

益
田
市
遠
田
町

凡 例

：昼夜間ともに要請限度超過

：夜間要請限度超過

：要請限度未満

（dB）

（dB）

須子町②

(Ｈ16)

須子町③

(Ｈ16)

あけぼの西町

(Ｈ17)

下本郷町

(Ｈ12)

昼間騒音
要請限度

７５dB

夜間騒音要請限度を超過

国道９号 状況写真（益田市須子町地内）

H１８．１１月撮影 ：主要渋滞ポイント

夜間騒音
環境基準

６５dB

昼間騒音
環境基準

７０dB

資料：道路環境センサス（観測年次）



一般国道９号 益田道路

終
点

益
田
市
須
子
町

益田道路 Ｌ＝7.8km
起
点

益
田
市
遠
田
町

４．事業効果４．事業効果
（1） 円滑なモビリティの確保 （渋滞緩和）（1） 円滑なモビリティの確保 （渋滞緩和）

整備あり

整備なし

●益田道路起終点間の所要時間 （益田市遠田町～須子町）

約5分

約20分

整備あり

整備なし

※益田道路を規制速度(80km/h）、現道をH17ｾﾝｻｽ混雑時旅行
速度で算出した所要時間

渋滞の緩和

●渋滞損失時間の削減（国道９号、１９１号）

整備あり

整備なし 約130万人時間/年

約20万人時間/年

※Ｈ42交通量配分結果をもとに算出
算定方法は、「客観的評価指標の定量的評価指標の算出

方法(案)」による（対象とした区間は下図に示す）

（分）

最大１５分の

短 縮

（万人・時間/年）

国道９号の交通が

分散されるため、中

吉田交差点及び須

子交差点を含む国

道９号、１９１号の交

通渋滞が緩和

須子交差点

中吉田
交差点

約８割削減

ますだ どうろ

ま
す
だ
し

す
こ
ち
ょ
う

ま
す
だ
し

と
お
だ
ち
ょ
う

終
点

益
田
市
須
子
町

益田道路 Ｌ＝7.8km
起
点

益
田
市
遠
田
町

ますだ どうろ

ま
す
だ
し

す
こ
ち
ょ
う

ま
す
だ
し

と
お
だ
ち
ょ
う

益田道路の整備により、円滑な交通流を確保。主要渋滞ポイント「中吉田交差点」及び「須子交差点」の渋滞緩和が
期待される（遠田町～須子町までの所要時間が最大で約１５分の短縮、渋滞損失時間が約８割削減）。

所要時間（混雑時）の短縮効果

：主要渋滞ポイント

：渋滞損失時間推計対象区間

：主要渋滞ポイント



一般国道９号 益田道路

7.3

12.1

整備あり

整備なし

80

126

整備あり

整備なし

2.1

2.9

整備あり

整備なし

４．事業効果４．事業効果
（2） 安全性の向上、地球環境,沿道環境の改善（2） 安全性の向上、地球環境,沿道環境の改善

大型車などの通過交通や、都市内交通が益田道路に転換するため、現道の交通事故が減少（約６割減）

現道沿線でのＣＯ2、ＮＯｘ、ＳＰＭ排出量が減少（約３～４割減）。騒音の低減も期待される

死傷事故件数の減少効果

●現道部の死傷事故件数の減少（国道９号、１９１号）

約26件/年

約62件/年

整備あり

整備なし

※Ｈ42交通量配分結果をもとに算出
（交通事故減少便益原単位の改定案について Ｈ15.3 国土交通省）

（件/年）

約６割減少

地球環境，沿道環境の改善

（万ｔ-ＣＯ2/年） （ｔ/年）（ｔ/年）

約７,７００本のクスノキ

が１年間に吸収する量に
相当する。

・クスノキの総ＣＯ2吸収量
＝約1.08ｔ-CO2/年（1本あたり）

※公害健康被害補償協会
大気浄化植樹マニュアル（H15.3改訂）

約４割削減

終
点

益
田
市
須
子
町

起
点

益
田
市
遠
田
町

ま
す
だ
し

す
こ
ち
ょ
う

ま
す
だ
し

と
お
だ
ち
ょ
う

益田道路 Ｌ＝7.8km
ますだ どうろ

78

72

0 20 40 60 80 100

整備あり

整備なし

（dB）

昼 間 夜 間

道路投資の評価に関する指針(案)及び
H11道路交通センサスデータより推計

※H42交通量配分結果をもとに算出

●ＳＰＭの削減

約４割削減約３割削減

●ＣＯ2の削減 ●ＮＯｘの削減

年間約３６０万リットル
のガソリン使用に伴う排出量に
相当する。

・ガソリン1リットルの使用での
CO2排出量 ＝2.31kg-CO2/年
※温室効果ガス排出量算定に関
する検討結果（H12.9）

●騒音の低減＜須子町＞

騒音指標
推計対象箇所

騒音指標
推計対象箇所

車一台あたり年間約４万円のガソリ
ン使用料の節約。
益田道路の起点から終点までの時
間短縮15分により、ガソリン消費量
が約270ﾘｯﾄﾙ/年が削減され、1台あ
たり年間約４万円が節約される。

・10分走行=ガソリン0.35ﾘｯﾄﾙ消費
※環境にやさしい車とのつきあい方

（公害健康被害補償予防協会より）
・ガソリン1ﾘｯﾄﾙ=140円で計算
・5日/週の頻度で往復利用を想定
（52週×5日=260日）

（対象区間：国道9号、１９１号、益田道路）

ＣＯ2削減量 ８,０００t-CO2/年は

６dB減少

70

76

0 20 40 60 80 100

整備あり

整備なし

（dB）

昼・夜間において要請限度をクリア

６dB減少

：事故指標推計対象区間

：環境指標推計対象区間

：主要渋滞ポイント

70 65 7075

□：環境基準
□：要請限度



一般国道９号 益田道路

●島根県芸術文化センター(グラントワ)

４．事業効果４．事業効果
（3） 地域振興プロジェクトを支援（3） 地域振興プロジェクトを支援

地域振興プロジェクト（益田川左岸地区土地区画整理事業）の立地基盤の整備推進に貢献します

②益田川左岸地区土地区画整理事業概要

至：津和野 石見空港

高津川
高津Ｉ．Ｃ．

国道191号

至：浜田

施 工 地 区 益田市中島町ほか

施 行 者 益田市

面 積 約４８ha

都市計画決定 H16.11.11

事業認可決定 H17.6.24

事 業 期 間 Ｈ17～27

日本海

益田川

万葉公園

（県）久城インター線

益田川左岸土地区画整理事業

＜地域振興プロジェクト＞

＜観光・文化施設＞

①万葉公園

終
点

益
田
市
須
子
町

起
点

益
田
市
遠
田
町

②益田川左岸地区土地区画整理事業

①万葉公園

Ｎ

ま
す
だ
し

す
こ
ち
ょ
う

ま
す
だ
し

と
お
だ
ち
ょ
う

■益田道路周辺の主要事業，主要施設 ：地域振興プロジェクト

：観光文化施設

：広域交通拠点

益田道路 Ｌ＝7.8km
ますだ どうろ

事業計画 概要

名 称 島根県立万葉公園

所 在 地 益田市高津町、飯田町

公 園 面 積 ４６．９ｈａ

開 園 Ｓ５７年９月

観 光 客 数 １８６，４７３人（対前年比１０５％）

（Ｈ１７県観光動態調査より）

概 要

万葉の歌と自然を観賞しながら散策を楽しむ事ができる県内３番目の県立都市公園。
園内の万葉植物園では石見地方ゆかりの歌聖 柿本人麻呂の作品が多く収録されている「万葉集」
に登場する植物が栽培され、その側にそれらを詠んだ詩歌などが展示されています。

益田市区画整理推進室の声

○ 将来、益田道路が供用になれば、交通のメインは現９号から
益田道路に切り替わると考えています。当事業は、既成市街
地では土地確保が困難な流通業務系の街区を整備し、人・物流の広域
拠点として整備するものです。

○ その為には、(国)益田道路と(県)久城インター線の整備による交通網が
必須と考えています。

○ また、市内では初めての公共下水道の整備も行います。益田道路と公
共下水道が、本事業での街区のアピール・ポイントです。

○ 現在、事業着手したばかりで、入居企業等は未定ですが、既に不動産
屋からは、数件、問い合わせが来ており、関心の高さが伺えます。



一般国道９号 益田道路４．事業効果４．事業効果
（4） 空港へのアクセス改善による利便性向上（4） 空港へのアクセス改善による利便性向上

津
和
野
町

方
面

浜
田
市

方
面

地域高規格道路 石見空港道路と連結し、石見空港の島根県西部における玄関口としての役割強化に資する

益田道路が一部を構成する山陰道が整備されることにより、石見空港６０分圏域カバー人口が約４万人増加する

所要時間の短縮効果

●石見空港～浜田間の所要時間

注：現況所要時間は道路時刻表（04～05），H17センサス混雑時旅行速度等より算定
将来所要時間は益田道路を含む山陰道及び石見空港道路を規制速度より算定

31分

62分

益田道路経由

国道191号経由

空港までの経路が増える事で、

定時性の確保、代替性が高まる

：主要渋滞ポイント

（分）

■石見空港60分カバーエリア

津和野町役場

益田市役所

浜田市役所

江津市役所

吉賀町役場

整備あり（将来）
60分圏

整備なし（現況）
60分圏

石見銀山

石見海浜公園
しまね海洋館アクアス

石見畳ヶ浦

景観地区（殿町通り）周辺

太皷谷稲成神社本殿

約３１分の
短縮

（約31分短縮のうち益田道路で約７分短縮）

約14.4

万人

約10.3

万人
整備なし

益田道路

整備あり

空港アクセス60分圏域の拡大

●石見空港の60分圏域カバー人口

（万人）

約４万人増(約40％増)

注：整備あり（将来）は山陰道全線整備時のカバーエリア

（約４万人のうち益田道路で約７千人増）

●石見空港～大田間の所要時間

66分

133分

益田道路経由

国道191号経由

約67分の
短縮

（約67分短縮のうち益田道路で約７分短縮）
（分）



一般国道９号 益田道路

緊急医療における搬送時間の変化

４．事業効果４．事業効果
（5） 緊急医療活動支援（5） 緊急医療活動支援

第三次医療施設までのアクセス向上により緊急医療活動の支援が期待される

緊急医療活動の現場の声 ○ 益田圏域の医療施設

○ 益田赤十字病院（三次医療施設）と医師会病院（二次医療

施設）が連携し、患者の状態に応じた搬送・移送を実施しています。

○ 現在、国道９号が唯一の利用経路となるが、路肩が狭い、片側１車線の

道路であるなど、救急車が利用したくても動けない事があります。

益田道路が整備されると利用可能な経路が増えることが大変助かります。

○ 緊急医療の現場では、高機能救急車の配備、AED(*1)の常備により、
１分・２分の時間短縮に努めている中で、 益田道路による時間短縮は
もの凄く大きな効果です。

○ 小さな赤ちゃんが山間部（津和野・日原）で生まれる事が多い。病院に着
くまでに時間がかかり、助からない事もある。小さな命を救う為にも、道路
整備が必要だと思います（益田赤十字病院はＮＩＣＵ(新生児集中治療室)
指定）。

*1：AED：Automated External Defibrillator（自動体外式除細動器）
致死性の不整脈状態を心臓に電気ショックを与えることにより正常な状態に戻す器機

●津和野方面～益田赤十字病院
（第三次医療施設）

約46分

約52分

整備あり

整備なし

（分）

注：整備なし（現況）所要時間は道路時刻表（04～05），H17センサス混雑時旅行速度等より算定
将来所要時間は益田道路を規制速度より算定

約６分の
短縮

●益田市遠田方面～益田赤十字病院
（第三次医療施設）

（分）

日原共存病院

津和野共存病院

約3分

約6分

整備あり

整備なし

約３分の
短縮

益田赤十字病院
(第三次医療施設)

益田地域医療センター
医師会病院

整備なし

整備あり

：主要渋滞ポイント



一般国道９号 益田道路５．コスト縮減に関する取り組み５．コスト縮減に関する取り組み

■海浜耐候性鋼材の使用（角井大橋）

約２千万円の
コスト縮減

＜海浜耐候性鋼材＞
鋼材に発生するサビ層が、塗装に代わって腐食を防ぎ、塗装作業と

その塗り替え作業の省略により、維持管理費が軽減する鋼材です。

■機能分離型支承の使用（やばら堤橋 他１橋）

約１億３千万円の
コスト縮減

■縦断計画の見直し（盛土高・橋梁高さの減少及び用地必要幅の縮小）

H=
2.

0m

用地追加分
W=3.6m

増加盛土量　B=107.0m2

約２億９千万円の
コスト縮減

＜高津地区の例＞
道路縦断勾配を変更（特例値：3.0％→4.0％使用）した事により、

盛土高さが、平均H=2.0m低くなり、盛土作業に係る工事費を削減。
盛土高さが低くなった結果、用地必要幅も縮小でき、用地買収費

も抑える事が出来た。

（事例）高津地区 標準断面

減少盛土量 ▲Ｂ＝１０７．０㎡

用地幅縮小
▲Ｗ＝３．６ｍ

（益田道路）

見直し前

見直し後



一般国道９号 益田道路６．投資効果６．投資効果

益田道路の費用便益比は３．６（残事業）／１．５（事業全体）であり、投資効果を確認

走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故減少便益
事業費 ＋ 維持管理費

適用マニュアル ： 「費用便益分析マニュアル」
（平成１５年８月：国土交通省道路局 都市・地域整備局）

基準年次 ： 平成１８年
検討年数 ： 供用後４０年
事 業 費 ： 現在価値事業費＝単純価値事業費×割戻率
便 益 ： ・道路整備前後における、

①走行時間の価値②走行経費③交通事故損失額 の差
・上記金額は、ＯＤ（Ｈ11センサス）、Ｈ11実測交通量により推計した

交通量を用いて算出
・部分供用時に発生する便益も含めて算出

費用及び便益額等については、平成１８年度の価値に換算
（現在価値算出のための社会的割引率 ： ４％）

費用便益比の算出条件

Ｂ／Ｃ ＝

残事業 事業全体

費用（Ｃ：億円） 272 648

事業費 246 621

維持管理費 27 27

便益額（Ｂ：億円） 989 989

走行時間短縮便益 857 857

走行経費減少便益 103 103

交通事故減少便益 29 29

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 3.6 1.5

項　　　　目

現在価値への換算イメージ

基準年以後：
現在価値に換算すると減額

基準年以前：
現在価値に換算すると増額

※残事業／事業全体

（Ｂ）便益

（Ｃ）費用

黄色部分：現在価値換算により
減少する金額

暫定分維持管理費

完成分維持管理費

『現在価値』事業費・維持管理費・便益の
総額については、年次毎に発生するため、
各総額を基準年時点の価格で評価する
ため、物価等の差異を考慮したもの。

暫定供用

残事業費

基準年
（H18）

水色部分：現在価値換算により
減少する金額

総便益
3,295/3,295億円
現在価値
989/989億円

維持管理費
100/100億円
現在価値
27/27億円

事業費
391/724億円
現在価値
246/621億円

オレンジ部分：現在価値換算に
より増加する金額

完成供用便益

事業費 維持管理費

便益【凡例】

事業費

便益計測対象項目 内容

走行時間短縮便益
道路整備により、周辺道路も含めた走行時間が短縮される効
果を貨幣価値として計測する。

走行費用減少便益

道路整備によって混雑の緩和等走行条件が改善されることに
よる走行するために必要な費用の減少量として計測する。走行
費用には燃料費、オイル費、タイヤ・チューブ費、車両費、車両
償却費等が含まれる。

交通事故減少便益

道路整備によって周辺道路の交通量が減少することに伴う交
通事故による社会的損失の減少を貨幣価値として計測する。
交通事故の社会的な損失には運転者、同乗者、歩行者に関す
る人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両や構造物に
関する物的損害額、事故渋滞による損失額が含まれる。

便益計測対象項目 内容

走行時間短縮便益
道路整備により、周辺道路も含めた走行時間が短縮される効
果を貨幣価値として計測する。

走行費用減少便益

道路整備によって混雑の緩和等走行条件が改善されることに
よる走行するために必要な費用の減少量として計測する。走行
費用には燃料費、オイル費、タイヤ・チューブ費、車両費、車両
償却費等が含まれる。

交通事故減少便益

道路整備によって周辺道路の交通量が減少することに伴う交
通事故による社会的損失の減少を貨幣価値として計測する。
交通事故の社会的な損失には運転者、同乗者、歩行者に関す
る人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両や構造物に
関する物的損害額、事故渋滞による損失額が含まれる。

走行経費減少便益

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で一致しない場合がある。



一般国道９号 益田道路７．今後の対応方針７．今後の対応方針

◆ 益田道路は、

① 円滑なモビリティの確保及び安全性の向上に寄与

② 沿道環境の改善に寄与

③空港へのアクセス強化、山陰地方の連携強化に寄与

④ 地域振興プロジェクトの整備推進を支援

◆ 益田道路整備の費用便益比は、 ３．６ （残事業）、 １．５ （事業全体）

益田道路は、今後も事業継続していくことが妥当


